
お寺っておもしろい！ツアーズ 来世ツアー説明会 

マニュアル 

 

●目 的 

 極楽がいかに素晴らしいかを説くための法話材料です。ツアーの比較により、極楽が時間面、

環境の快適さ、付与される能力の素晴らしさを分かりやすく知って頂くために本パンフレットを

制作しました。これを用いた説明（法話）を聞かれた方が、来世の旅が現世からの始まっている

ことを知り、来世にどこへ行くのか（もちろん極楽）を予約をして頂き、それに向けて準備（お

念仏）をして頂くよう勧めるものです。 

 

●特 徴 

 現代風絵解きみたいなものと言えるかもしれません。信者に分かりやすく説くために絵解きが

用いられたように、このパンフレットもほとんど専門用語を使用せず、年配の方を考慮して字が

比較的大きめで読みやすく作られています。各パンフレットを対象すれば、自ずと極楽がチョイ

スされるようになっています。なお、これは比喩要素を取り入れた教化用のパンフレットであ

り、教学用ではないことを前提にご使用下さい。 

 

●注 意 

１、とくに難しい説明をしなくてもかまいません。専門的な説明より比較で理解して頂くこ

とが重要です。ですので、極楽ツアーだけを説くのではなく、必ず４枚セットで使用す

ることが大切です。 

２、法話の材料として作られていますので、説明（法話）なく本堂や玄関等に置いて自由に

配布することはしないで下さい。パンフレットの内容を一般の方にお話ししないと効果

が発揮されませんし、本当に単なる旅行パンフレットと勘違いされる方もあるかもしれ

ません。 

３、このパンフレットは、演者の説明（法話）によって完成します。付属の対照表をもと

に、足りない部分を法話として完成して下さい。 

例１、地獄へは生前中に殺生した方が参加できますが、ほとんど皆さん殺生の経験がお

ありになるでしょうから、誰でも行けます。ご安心下さい。 

例２、地獄は「50日目以降より地獄体験」と書かれていますが、地獄はたいへん遠いの

で、全日程徒歩の場合は100年以上はかかるかもしれません。ご了承下さい。 

例３、極楽訪問時に、六つの素晴らしいパワー（＝六神通、六神通は仏界パンフレット

の裏面に記載されている六つのパワー）だけでなく、もう少しで仏さまになれる

くらいのすごい境地（十地願行、不退転）を得ることができます。 

４、説く順番は演者次第です。演者が説きやすいように説かれればいいでしょう。但し、最

終的に極楽が素晴らしく思えるように工夫して下さい。 



（例） 

地獄→餓鬼→極楽→仏界       仏界→極楽→餓鬼→地獄 

地獄→餓鬼→仏界→極楽       極楽→地獄→餓鬼→仏界→極楽 

餓鬼→地獄→仏界→極楽 

 

５、押さえておくべき点 

◆地獄ツアーの参加最低条件は「殺生」ですが、パンフレットに参加条件が記してないのは

殺生をさせないようにするためです。（寺院の配布物に、「どんどん殺生しましょう」とは

記載できない）  三途の川や奪衣婆、懸衣翁については各自お調べください。 

 

◆餓鬼ツアーは、施餓鬼法要理解の一助にしてもらうために入れています。餓鬼ツアーは食

べ物へのいやしさだけでなく、強欲な方も参加可能なツアーです。 

 

◆仏界のパンフレットの表面に絵図がないのは、仏界が「至宝の境地・言語道断の世界」で

言葉や絵で表現できないことを表しています。また仏界は境地であって、浄土など具体的な

世界ではありません。 

 

◆仏界ツアーと極楽ツアーは目的地は同じですが、旅の内容が異なることをとくに意識しま

しょう。 

・到着時間がまったく違う。仏界の到着が、弥勒如来がこの世に現われる５６億７千

万年後というのは、成仏には仏の導きと成仏の保証(授記)が必要なため。 

・極楽は食事や衣服などが保証されている。 

・極楽の特典のすばらしさ（「ツアー豪華特典」 参照）。 

 

◆極楽での故人との再会を“詳しく”説いたり、また逆に“安易に”説くことは非推奨。 

 極楽や仏界は故人と再会（「倶会一処」「一蓮托生」）できるのは、六神通を体得

しているからで、それを体得していない地獄等の衆生は、たとえ地獄等で故人と再会

できても相手が誰なのか知ることができない。極楽の修行者（故人）は、金色で美醜

のない浄土でのお姿なので、誰が誰か区別がしにくい。この場合、通常は修行（三界

中の色界で四禅を修した上で、六神通の練習をする）をして六神通を得て、宿命通や

他心通で相手が誰か判別すことが可能になるが、極楽は三界を超越しているので、極

楽へ往くと同時に六神通を得られるため再会ができる。但し、一般の方が思われるよ

うな人間の姿での再会ではないので、法話等で再会を説かれる時は、十分な知識と配

慮が必要。 
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（本パンフレットは著作権を放棄していませんので、改変や趣旨に反した使用は禁止致します） 




